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3．畜産・飼料作関係の技術情報 

冬季の繁殖牛の屋外飼養に対応する 

ススキ優占草地の利用 

 1．平成 28 年熊本地震による畜舎の損壊に対応するため、今後、やむ

を得ず冬季に牛を屋外で飼養する場合が想定されます。そこで、本資

料では、阿蘇地域にあるススキ優先草地を活用した屋外での飼養管

理技術を紹介します。 

2．被災地のススキ優占草地は、繁殖牛の妊娠中期までの冬季放牧地と

して活用できるので、屋外でも繁殖牛を飼養できます。生産された子

牛の生時体重や発育性には影響しません。 

3．具体的には、冬季放牧地として利用する草地では、7月中旬以降は

放牧を休止して牛がススキを食べないようにします。11 月下旬から

冬季放牧を開始し、1月上旬からは補助飼料としてフスマを日量 1～

2kg/頭を給与します。放牧は 3 月上旬に終了し、次年度続けて冬季

放牧を行う場合は終牧後に掃除刈りをします。 

4．冬季放牧以外のシーズンは、ススキ優先草地以外での放牧が必要で

す。また、分娩前後は母牛の栄養確保のため濃厚飼料等で増し飼いを

行います。 

問い合わせ先：農研機構 西日本農業研究センター 084-923-5231 

表 冬季放牧後に生産された子牛の体重比較 

 

冬    季    放    牧  参        考 

有 1）（2012-2014生）  無 2）（2007-2011生）  拠点 3）（2012-2013生）  全和 4） 

♂ ♀  ♂ ♀  ♂ ♀  ♂ ♀ 

n 3 3  4 5  60 63  - - 

生時（kg） 39.5±3.04 34.8±1.76  35.3±8.05 33.0±0.79  35.7±5.63 32.1±4.42  39.0 29.9 

n 3 3  3 5  49 50  - - 

5ヶ月齢(kg) 186.8±17.78 150.5±26.04  155.5±26.92 151.3±14.34  169.8±23.13 151.8±17.47  164.6 140.5 

平均±SD 
1）：生時は 0日齢、5ヶ月齢は 147-158日齢の大田研究拠点（島根県大田市）生産牛の測定値 
2）：生時は 0-3日齢、5ヶ月齢は 144-157日齢の大田研究拠点（島根県大田市）生産牛の測定値 
3）：生時は 0-1日齢、5ヶ月齢は 145-155日齢の大田研究拠点（島根県大田市）生産牛の平均値 
4）：全国和牛登録協会の示す発育平均値 
冬季放牧の有無、拠点生産牛との間に有意差はなし 


